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方気候はどの

よう

②

に変わったか

垂.海水温と気温

前回には陸上に繁茂する植物から吉気候の変化をと

らえるにはどんな方法と対象があるのかのべたが今回

は動物についてごくあらましにふれてみよう.

動物でも陸上に生棲するものは植物と同じように直

接大気にふれこれを呼吸しそしてその気温の影響をも

うけるか水中に棲むものとくに海中で生活している

ものはその生態が水温の変化に強く関連している.

さらにこの動物が古気候の変化にどれだけの影響をうけ

関連があるのか考えてみるとその間の脈絡はなかな

かむずかしい.これは非常に複雑である.まず水温

と気温との間の関係について一般的にいわれていること

は次のようである.つまり大洋の海面またはそのごく

近くの水温は一2℃から30℃までの聞のものが多いが

季節的には変化がありまた水域の場所つまり内湾なと

は最高35℃までなる所もあるという.

そして海面近くの水温の状態は第1図のように大洋や

湾内どもに気温の高い夏よりも秋に最も高い.この

聞にずれがみられまた平均海水温の方は赤道直下より

もやや北よりの緯度の付近が最も高いといわれる.

また一方海水温と気温との関連では海面近くでは

夏季と冬季とでは変動があり冬は海水の方がよ1コ高く

夏はその逆を示している｡しかしその差悼数度以下

(0～8℃)といわれ永年平均をみると変動の傾向は

両者相関連して変化しているといえる曲

現在の海水温のこのような変動は地質時代の古いと

ころではこまかく肥えようカミないがしかし第四紀のよ

ばA

℃

徳永重元

うに古気候の変化が顕著で氷期と間氷期によって海水

繭変動があらわれる場合には注意することが必要である.

その堆積物中に含まれる海棲動物化石に注目レ植物化

石その他から推しはかられる気候的資料と比較照合して

みるのも興映のある所芯るう,

ある湾内で行なわれ危試錐コアではこの両曹の関係

を同じ試料について調べたところ海浸の時期つまり後

氷期か間氷期の時期必ずしも温暖の植生の植物化石を

含んでいるとはい免ず針葉樹循粉も多く堆積物申に含

蜜れそれより後の暗期になってはじぬて次第ぽ暖い植

生が示されているようである.植生の変化が氷期後少

したってから現われる五例であろう｡雲た海況と陸地

沿岸部の気候とカミ非常に関連深いことは親潮の発達

と冷害との関係においてよくみられることである｡こ

うして動物化石から推しはかられる古水温と古気候が全

く両者変動を一1こしているということは軽冷しくいえな

いが非常に密接な関係を示す(ズレがあるにせよ)こ

とは事実であってこれら化石もまた蒐方によっては古

気候解明のよいにない季であることはいうまでもない.

そのような基盤に立つときわが国で発見された動物

化石のうち酋気候との関連についてふれられているも

のをみれぱおおよそ次のものであるう曲
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気候変化の問題はわが国たけの資料でまとまるわけで

はなく全地球的な問題なのだが今回の場合はとくに日

本列島中心というように限定したい｡

5.吉動物からみた気候変化

海水申に非常に豊富に生棲しているものが研究の試

料としては有用である,この点から有孔虫には古

生態的な多くの研究カ墓ある肯

わが囲め地層中には中生代以降とくに白亜紀以後の

海成層串から非常紀多くの有孔鬼化石灘が報告書れてい

るがその内容は進化1層序学的利用1古生態など数多

い.古生態研究の一環として古水澄の変化の手掛りと

してこれを用いることはもちろん灘棄の解析によるの

が常道だがある特殊な性格をもった有孔虫を利用して

判定している例もある｡

水温と生棲環境の関連ぽおいてよく取り上げられてい

るのは浮済性有孔虫グ浜ボ賞タリア1メナルディ

αoあ｡㈹〃{α燃伽〃荻6(40醜鵬販)である､この種

は水温の変化に敏感に反応し生育繁殖するため堆積物

中にこの種カミ多いか少ないかによって水温の寒暖がおし

はかれるという｡

たをえば堆積物一定量申ぽおいてこの種が多いとき水

濃は暖く少ないときは冷たいということめ主いえる.

また同じく浮済性有孔虫のグ興ビゲリナ1パキデル

マ(α0晦加棚仰ζ伽ゐ榊燃)はその殻の巻く方向淋

水温の変化はつれて変わること赫如られており現在こ

れらが多く生棲している大西洋ではそこに引かれた4

⑰一0.5㎜

籍婁図α⑰加榊細1加刎伽伽∂κ(氏球宏至968)

月における表層水温7.2℃の線以北の海域においては右

巻添多く以南では左巻が多い,従って化石として地

層申に含まれているこの種の殻のまき方に注意すれば

水温判定の手掛りともなり現紀試錐コア中でその巻き

方の変化によって地層対比を行なっている例もある.

さらにグ貝ビゲリナ･ドゥルンカテュリノイデス(α0一

陸"棚肋榔嫉加0肋∫)についてもその巻き方をし

第3離村握榊榊漱雛枇が｡ブ熾鮒(DEM0N冊0RT)

(串沢正四郎王艶7)

欝違図有孔虫Miog理s三口a(氏家宏1966

0.5㎜�
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らべることによってパキデルマと同じように古水温と

の関連カミつかめるといわれる.

このような特殊な性格をもつ恕いくつかの種類はいう

までもないカミ有孔東灘壌による繋携解析は葬常に精細

となってきている｡その統計的処理法ばかりでなく

殻の形体1形質など興瞭ある魚が多いが専門の研究を

参照されたい由

また現世の海における塗棲の状況秘ら気候秘判定で

きるもの花おえば｡畑◎曲解鵬,など漢花イ瞬重で

はあるか欧蜘瓢泌を鑓韮滅池鮒脾至触主O膵鵡泌搬など

は比較的暖い環境の下は生棲し危と考えられその弛現

生種の生態1はつて水澄の芋掛りを免るこ&が多い｡

次に踊翻はその存裡自体赫現在沸遺をは恵んであ

る幅をもつ花地域に繁栄してい葛怒め是の化荷の発見

は当然暖い熱帯1醒熱帯菱緊鏡を推定慈栓同隣に高い古

水温を予想させる.しかレ最近太宰洋方繭で本格的に

改めて行なわれつつある珊瑚礁の研究をみると水温ば

かりでなく水の透光性礁の骨格となる藤虫類その他

充填物との構成のメガエズム底質などの条件がその発

達を規制していることがくわしく明らかにされている.

珊瑚の生長率が海水温の変化に応じて変わるというこ

とを手掛りをして古生代の瑚瑚についてさえも考克を

及ぼしその当時の水温を17℃以下にならなかったと論

じている研究さえもある.

貝の化石は有孔虫化石と共に海成層中に見出され

るケｰスが多いためおびただしい研究が行なわれその

第6閏“1V;ω刎郷"言脇刎｡醐曲Y0K0Yム肌(小林貞一王960)

種

数

203⑪遥C506070ヨ

ｰぬ雛

第養図異化看群特性菌線の工例(伊固一警1956)

分野も券常に広い｡当然貝化石群集から古環境か論じ

られその一部としての古水温の問題も取り上げられて

いる｡たとえば大山桂博士は貝化石研究の中で化

石種と関連のある現生の対店種について水平拮垂直分布

をしらべその各索のデｰタから集合としての員化石群

そのものの性格をこれによって表示されている｡水平

的区分には緯度垂直的区分にほNむ(潮間帯)～N畦(下

浅海帯)の5区分か使われておりもちろんこれを別の

面でよみとることぽよって水温のデｰタもえられる､

るもの)とVDM特性曲線(重直分布ぽ関するもの)と

いわれるものがそれである｡ζれはある一地点の地層

からABCD4種の化宥林産出したをするを一ABCD

の現世におはる対溶種の水平的分布をじらべそれらが共

存する緯度の範騒を鯛らかにして潟く曲ζれを土台と

して鶏§図⑳漢うな各艦の水軍的分布をヒストグラムに

画くとその興化肴鮮の系す性格秘園示されてく篇｡

さら紀それぞれの榛の頂辺の卵,熱を嫁すび度数折線をか

け1まζれ鳶陸の興化宥灘のHD蛾特性繭線で跨る古墓

花ζの第6関の横軸紀緯度の代わり紀N⑪～“等の重

直分布を示せばyD立特性曲線淋克蔭れる｡ごうし

て生態に関する要素を分析すれば水温を誇克るζとも

可能である｡

頭鼠類の化知的いてはわ淋園ではζれめ沖生代諾

層から多く発現され研究の璽､熱も饒泌の進化と層序

区分との関連性におかれている､従っでこれによる時�
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代論もさかんだがしかし第三系申に見出されるNaut1-

1雌(オウムガイ)などは現生の種の生態から温帯以

南璽熱帯の海の環境が考乏られる､しかしこのものの

分布が黒潮にのって葬常に遠い所にまで達するのでい

ちがいにはこれによる水温の解析は単純でないことカミ指

摘されている.

魚類化石はわが国でもかなり発屍されている.と

くに第三紀層中に多く骨格ばかりでなく鱗や歯などもよ

くみかける｡こうした^ものから過去の水温1さらに古

気候の推定はある程度なされている,佐藤二郎博士は

東北地方における魚類化石の研究の申で岩手県雫石盆

地の中新統より多くの深海魚化有を記載しておられま

た脊梁山脈の船川層相当層中よりニシン科マイワシ

(Saエdi孤0ps三s)の魚鱗を報告されている.このものは

比較的冷たい海水中に生棲しているので地層堆積時の水

温を推しはかることができる.

また魚鱗は長野県下第三系申からも産しその型態が

A～Fの6種にわけられているがこの化石によって魚

の種類がわかりさらにそれによって水温がわかるとい

うように研究のすすむことを期待したい.

爬虫類化石で地球上最も多く発見されているのは

串生代だがわが国ではおも紀三畳紀1ジ皿ラ紀･白

亜紀などわずかでSe脾｡ur1幟､やNothosauriaな

ど見出されているにすぎない｡そのためこれらが見出

されたという事実が珍しいものとされている.爬虫類

が生棲していた環境はジュラ紀について古気候的には

暖く多湿であったと米国ではいわれている.

大阪府下の大阪層灘申がら発覚されたワニ(τo棚ゴ伽

伽刎鮒脇伽㈱奪)はその全骨格添発見されたので話

題となり一般常識からいえば前にのべたように亜熱帯

性古気候を指示するものとされるか地層の花粉分析を

行な鶯たところ少しも暖い要素の植物が見当らずこう

した蝶境をうら書きすることは少なかった.それでこ

れは他所生&して内陸部よりここに流れこんできたもの

と考えられている.やはり化石がinSituのものか

流移し花ものかの判定がたいせつである.

哺乳類の化石はわカミ国各所にかなり見出されてお

りすでに翼手類(コウモリ)･食肉類(ヤマイヌ･オオ

カミ･セイウチ･トド等)･クジラ類･長鼻類(ゾウ･マ

ンモス等)･有賭類(シカ･ウマ･ヒツジ)等がしられて

いる一これらのうち古気候の研究にはマンモスが最も

よく引き合いに出されている.マンモスはすでに現在

まで北海道の4力所において発見されている.

目高地方で発見された〃α〃刎｡〃尻伽仰伽紐肋3や

同じく夕張地方で見出されかって亙砂ゐω抑伽を肋{鮒

と命名されたものなどがある.その古生態は現在の北

極圏に近い寒い環境が考えられており暖期には北方へ

寒期には南方へと移住を行なう習性があったと考えられ

ていて古気候の一指示者としてもちろん価値がある.

｡また野尻湖やその他の沖積層から出たオオツノシカやム

ｰズ(A1㈱)は大きな幅広い蝕の形によって特色がある

第?廼魚鱗の化宥(第三系別所累層産)

(禺申郵嬢叫沢克三･関幸夫･塚閏信ニュ966)

第8灘叩チカネワニ(刀｡刎拙｡刎"椛吻6〃加勿㎝蛇

薮ム皿EI&MムTsU皿｡エ｡)(小畠信夫他1965)�
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策9図極東における号ンモヌ化看の産地

影の部分はヴユルム氷期問の氷涌の最大分諦地を琢す

(A.HEINTs1965A.P.VムsK07s灯1955M.MIN畑01955)

がオオジ吻は現在寒冷の地に生棲しているのでこれ

らの化石から寒冷の気候が考えられる.

その他わが国は産する哺乳類のうちテスモスティルス

はむしろ層序学的吉生態的考察に多く関心がもた

れまたこの動物の復元や習性についても論争が

あった吉またナウマン象その他はその生棲環境

と冒六列島への渡来の勝期また衡その他の物理

1化学的研究などが盛んである盲従って瞭乳類

化石のうち現在の生態上きわめて特色のあるもの

が古気候的に取り上げているといえよう.

以上動物のうちいくつかを取り上げ凌たわか

国に産する化石のうち目立ったものを取り上げた

がこれは盲気候研究の1つの素材を示したにす

ぎない曲

地球上の各地で各時代のものを総合し判定し

なければ肯気候の本当の変化はわからないのは当

然平ある･しかしそれではあまり牢も膨大であ

ってとても筆のおよぶところではないので日

本列島における材料を使ってという程度に止めた.

次回は古生物以外の方法によって古気候の変化

をしる方法と古気候の変化をもたらした原因に

ついて展望してみよう｡(錯妬炭課長)
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2.国際地学探査シンポジウム

3.トロントカナダ

4.カナダ鉱山冶金学会および鉱山地質学会

5.脱艮.W.Bo池

Geo1ogioオ嚢urYeyofCanada.

601BoothS妓eet,

Ottaw黒､Ont虹io,

C思naδ翌

1誉看ガ学会議
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㈮

㌮
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昭和45年9月21日～25同

第2回国際磐石力学学会会議

べ泳グラｰド並hゴスラビア

ユｰゴスラビア岩石力学および地下構造学会

Sekmt肛ij就IIko㎎fesaMed㎜孤｡donogdmst蝸

za㎜eha貝ikustena

Ins丘tutzavodoPオvredu“Ja】=osla∀CeI-ni"

Bu1evarT0jvode工)〔iε三｡a43

Beograd･Jugos1avija

･地熱開発刊刷二関するシンポジウム

�

㈮

㌮

�

�

昭和45年9月22目～10月1目

地熱開発および利用に関する国際連合シンポジウム

ビアイタリア

国際連合およびイタリア政府

���晦���潢��

Technica1Seαetary

UnitedNationsGeother㎜alSy皿Posium

�楴��瑩潮�

�����央���

售��

〔注〕1.開経年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)

ザ酬二二二二二二㎜㎜1I㎜舳榊榊

1新刊紹介1

｢鉱山史話一九州編(I)一｣理博木下亀城著

今でこそ斜陽産業といわれる石炭鉱業もかろては新興産業

員本の原動力としてその使命はきわめて商いものであった.

とくに九州の石炭はその量質ともにわが国所要の過半を占め

近代産業の父ともうたわれた.本蓄では九州における炭議

事業のあしどりのみならず交通運輸の変遷発達そしてそ

く主要内容〉

�

�

§｡

?｡

九州における看炭の発見2.日本で一番古い炭嬢

筑豊炭団の籍蟹期4.黎明期の佐賀･長崎県下の炭田

富行炭肺の外国人技師6.明治初期の筑豊炭田

串央大等と石炭8.九州の御三家
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